
台風１５号における海匝健康
福祉センターの対応について
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①災害拠点病院（旭中央病院）等と協力した
管内の病院支援活動

②保健活動（管外への派遣含む）

③当センターの庁舎の被災状況
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•９月９日 早朝 台風１５号上陸

•９月９日 １２：００ 災害医療本部設置（県庁）
（９月１０日 県庁災害対策本部設置）

→海匝健康福祉センターへの指示
１管内病院の情報収集（ＥＭＩＳの入力支援）
２災害拠点病院（旭中央病院）へ調整員として職員の派遣

①災害拠点病院（旭中央病院）と協力した管
内の病院支援活動
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１管内病院の情報収集の結果

１３病院中３病院が支援要請（９月９日時点）
・停電、断水
→県災害対策本部等へ支援要請
→関係機関の協力の結果、東京電力の電源車や市の給水
車等が派遣された。

※ライフラインが完全に途絶すると、他の病院へ全入院
患者を移送しなければならなくなる（病院避難）。
→避けることができた。 4



２災害拠点病院への調整員の派遣
•災害拠点病院（旭中央病院）にＤＭＡＴ活動拠点本部が設置。
→行政の連絡調整員として参加

旭中央病院や県外のＤＭＡＴ（栃木県、茨城県）などの医療チー
ムのサポートを行った。

・継続的な病院情報の収集
・避難所の情報収集 医療チームへ提供
・福祉避難所の情報収集 等
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旭中央病院ＤＭＡＴ活動拠点本部

6



②保健活動 ～避難所巡回～
• 海匝管内避難所への巡回指導(熱中症・食中毒予防等）
匝瑳市3避難所を巡回 保健衛生上問題なし
銚子市・旭市の避難者なしのため実施なし
※ 各市の防災担当部署と避難所窓口、統括保健師へ連絡の

のち巡回実施
※ 統括保健師を通して、支援要請の確認を実施

• 保健師派遣
香取保健所 9月18日（多古町1名）、9月20日(多古町1名）
山武保健所 9月19日（山武市1名）、9月24日(東金市1名）
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～要援護者への支援等～

•難病・小児慢性特定疾病医療費受給者への安否確認
各地域で、停電があったため、人工呼吸器装着者及び
酸素利用者への安否確認を実施。電話連絡が取れない
対象者へは訪問にて確認。

•バッテリー切れに対する医療機関への調整
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③当センターの庁舎の被災状況
・海匝健康福祉センター

旧庁舎の雨漏り、ガラスの破損

・八日市場地域保健センター
停電 9月9日～12日(４日間）13日復旧(一部停電あり）
雨漏り
断水 9月9日～10日
電話使用可能（停電用）、
防災FAX・防災無線故障 9月12日～(16日復旧）
※ 発電機使用によりコピー・FAX使用可
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雨漏りによる天井の剥がれ ベランダの冠水
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台風１９号における海匝健康
福祉センターの対応について
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①管内の病院の情報収集
→停電、断水が４病院で発生したが、半日程度ですべて普及した。

②保健活動
→避難等注意喚起と安否確認
→避難先の情報提供と連絡調整
→避難所巡回
→感染症予防
→各市保健師との連絡調整

③当センターの庁舎の被災状況
→被害なし
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②保健活動 ～避難等注意喚起と安否確認～

・早めの避難等についての注意喚起(電話)
対象：○難病・小児慢性特定疾病医療費需給者で人工呼吸器

装着者及び酸素利用者
○浸水の恐れのある地域に住所がある難病・小児慢性
特定疾病患者で避難困難者

○精神疾患患者で支援の必要な者

・難病・小児慢性特定疾病及び精神疾患患者の安否確認
(電話・訪問)
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～避難先の情報提供と連絡調整～
・停電
小児慢性特定疾病(人工呼吸器利用者)の避難先の情報提供と
連絡調整 [市・医療機関・避難所等]

・浸水
小児慢性特定疾病(人工呼吸器利用者)の避難先の情報提供と
連絡調整 [市・医療機関・避難所・DMAT等]
難病患者(酸素利用者)の避難先の情報提供と連絡調整[市・
消防署・医療機関・酸素業者等]
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～避難所巡回～
・要援護者のいる避難所の巡回
○在宅酸素利用者が小学校体育館に避難している
情報を得たため、避難状況及び健康状況を確認
するため巡回を実施。
（市災害対策本部より、市保健師の巡回予定が
現時点でないことを確認したため、巡回する
こととした）

○別の避難所に避難されている要援護者の健康状況
についても確認した。
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～感染症予防～

・浸水に伴う消毒方法等についての教示
薬剤の種類・調達・補助金申請等

・市保健師との連絡調整
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～各市保健師との連絡調整～
・市保健師による巡回実施結果報告から情報を
共有した。
・浸水による感染症予防について、消毒方法等
の伝達・指導
・保健所支援の必要性の確認
・心のケアを必要とする人への支援ニーズの確
認→なし
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